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【
消
防
団
員
】

　

消
防
団
員
は
、
会
社
員
・
自
営
業
・
主
婦
・
学
生

な
ど
本
来
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
非
常
勤
の
特
別

職
の
公
務
員
と
し
て
、
火
災
、
水
害
、
地
震
な
ど
の

災
害
発
生
時
に
は
消
防
職
員
と
と
も
に
災
害
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
防
災
活
動
力
を
高

め
る
た
め
に
初
期
消
火
や
応
急
救
護
活
動
、
平
常
時

に
は
、
災
害
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る

た
め
の
予
防
・
広
報
活
動
、
地
域
の
お
祭
り
な
ど
の

警
戒
、
参
加
協
力
を
行
う
な
ど
、
多
く
の
役
割
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
お
け
る
防
災

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
平
常
時
・
非
常
時
を
問
わ
ず

そ
の
地
域
に
密
着
し
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る

と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
い
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
使
命
感
の
も
と
、

７
２
２
人
が
火
災
予
防
組
合
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
等
、

消
防
本
部
、
消
防
署
と
も
連
携
し
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

項　
　
　

目

能
代
市

県
平
均

消
防
団
員
充
足
率

85
％

88
％

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
率

74
％

77
％

平

均

年

齢

48
歳

45
歳

（
10
月
１
日
現
在
）

【
機
能
別
団
員
】

　

今
年
３
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
能
代
市
消

防
団
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
機
能

別
団
員
が
従
事
す
る
任
務
及
び
任
用
資
格
が
拡
大
さ

れ
、
５
月
１
日
秋
田
し
ら
か
み
看
護
学
院
の
学
生
24

名
が
能
代
市
消
防
団
に
機
能
別
消
防
団
員
と
し
て
入

団
し
ま
し
た
。
５
月
26
日
に
行
わ
れ
た
の
し
ろ
子
ど

も
ま
つ
り
で
は
、
多
く
の
子
供
た
ち
に
対
し
さ
ま
ざ

ま
な
防
災
体
験
を
案
内
し
て
お
り
、
今
後
は
、
学
ん

だ
こ
と
を
地
域
の
た
め
に
生
か
せ
る
よ
う
に
、
災
害

時
の
救
護
活
動
だ
け
で
な
く
、
平
常
時
の
応
急
手
当

て
の
普
及
指
導
、
防
災
教
育
な
ど
の
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
そ
う
で
す
。

（
※
機
能
別
団
員
と
は
、
昼
間
の
火
災
及
び
大
規
模
災

害
、
火
災
予
防
、
広
報
、
救
護
活
動
な
ど
の
特
定
の

任
務
に
限
り
従
事
す
る
消
防
団
員
の
こ
と
。）

【
課
題
と
今
後
】

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
と
し
て
存
在
し
、
個

人
事
業
主
や
農
業
従
事
者
等
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
て

い
た
消
防
団
で
し
た
が
、
能
代
市
に
お
い
て
も
団
員

に
占
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
割
合
が
74
％
ま
で
増
加

し
た
こ
と
で
、
災
害
時
の
日
中
動
員
力
が
著
し
く
低

下
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代
は
新
興
住
宅
地

へ
住
む
ケ
ー
ス
も
ふ
え
、
地
域
で
は
人
口
そ
の
も
の

が
減
り
続
け
て
い
る
状
況
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
り
、
地
域
防
災
力
の
か
な
め
で
あ
る
消
防
団
員

が
減
少
し
、
防
災
の
担
い
手
を
十
分
に
確
保
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
も
持
続
可

能
な
消
防
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
大
規
模
化

す
る
自
然
災
害
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
か

つ
消
防
団
員
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
消
防

団
の
新
た
な
組
織
体
制
を
構
築
す
る
べ
く
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
能
代
市
消
防
団
で
は
、
今
年
度
策
定

さ
れ
た
計
画
を
も
と
に
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

３
年
間
を
再
編
の
た
め
の
準
備
期
間
と
し
、
令
和
５

年
４
月
１
日
よ
り
能
代
地
区
７
個
分
団
、
二
ツ
井
地

区
２
個
分
団
に
分
団
統
合
を
進
め
て
活
動
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
消
防
団
に
対

し
、
地
域
の
皆
様
の
深
い
御
理
解
と
御
支
援
が
必
要

と
感
じ
ま
し
た
。

文
：
落
合
範
良　

渡
邊
正
人

◆ 特集 ◆　地域の安全・安心を守る消防団

市消防競技大会（７月７日）

県消防操法大会に出場した郡市代表の能代12分団
（常盤）がポンプ車操法の部で見事２位（８月24日）


